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あらまし：学習指導要領では，コンピュータの基本的な操作はすべて小学校段階で身につけるように示さ

れている．そこで，本研究では，中学校 1年生を対象に，画像編集に焦点をあて，操作レディネスとコン
ピュータ不安等の側面から，タブレット PCとデスクトップ PCの比較を行った．その結果，これまでの
使用経験の有無やコンピュータ不安に関わらず，タブレット PCの方が操作ができることが分かった． 
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1. はじめに 
小学校学習指導要領(1)では，小学校卒業時点でコ

ンピュータの基本的な操作を確実に身に付けておく

べきとの考え方が示されている．近年，タブレット

PC（以下タブレット）等の ICTを用いた授業実践も
数多く報告されているが，現実的にこれらの力が本

当に身に付いているのだろうか．また使用する機器

がタブレットとデスクトップ PC（以下 PC）で違い
があるのだろうか．物理的な側面から見ると，現時

点においては PCの方が経験も保有率も高い(2)一方，

タブレットの方が直観的に操作ができる． 
操作面から見た研究として，石原(3)は小学生を対

象にタブレットと PC の文字入力の差異を測り，そ
れぞれの良さと課題を指摘している．そこで本研究

の調査の課題設定として「画像（写真）編集→プレ

ゼンソフトに取込んで作品を作成」とした． 
また，コンピュータの操作は心理面にも影響を及

ぼし，特に操作による不安が高いとコンピュータ不

安に影響することがわかっている(4)． 
以上より，本研究では，中学校 1年生 7クラスを

対象にタブレットと PC に関する利用状況とコンピ
ュータ不安等を問う調査を行った(5)．その結果を基

に 2クラスを抽出し，実技調査等を行った．本稿で
は後者の件について報告する．そして，以降のタブ

レット等を用いた実践研究のための基礎とすること

を目的とする． 
2. 研究の方法 
中学校 1年生を対象に，PCとタブレットを用いて

年賀状を作成する授業を行い両者を比較した． 
日程：2013年 9月（事前調査）と 12月（授業） 
参加者：愛知県内の K中学校 1年生．事前調査は 1
学年全 7クラスの 249名．実技調査は PC群 29名，
タブレット群（以下 Tab群）31名．（有効回答数） 

事前調査：コンピュータ不安や ICT機器の保有状況
等を調査紙を用いて調べた．コンピュータ不安は愛

教大コンピュータ不安尺度（ACAS）を用いた(6)．ま

たコンピュータ学習に対する興味や自信等も調べた
(4)．尚，ここでいうコンピュータとは，事前は両群と

も PC とタブレットの絵をそれぞれ見せて「このコ
ンピュータについて」という問い方をした．事後は，

使用した機器についてのみ問うた． 
実技調査/事後調査：2時間で写真入りの年賀状を作
成する授業を行った．1 時間目は対象機器の操作レ
ディネス（以下レディネス）を実技調査した．実技

調査では，年賀状を作成する工程に沿って，教師が

ある操作を指示し（例：文字を入力して下さい），生

徒が操作をすることを繰り返した．生徒 2,3 名に 1
人の TA が付き，リストに基づきチェックした．チ
ェックした操作項目は表 1 に示した．TA はもし担
当の生徒が操作方法がわからなければ，1 アクショ
ン毎に操作方法を教えた（例：TAが文字入力する箇
所をタップ→生徒が自力で文字入力．この場合，入

力箇所のタップ×，文字入力〇とチェック）．また授

業の最後に，先生に宛てた自分の写真入りの年賀状

の設計図を書いた．2 時間目は年賀状を完成させ，
コンピュータ不安等や授業で行った操作を行ったこ

とがあるかの経験を調査紙によって調査した． 
使用機器：本研究ではタブレットの定義を，操作を

直感的に操作できるタッチパネルであること，フォ

ルダをユーザーに意識させないようなシステムにな

っていること，持ち運びができることとする．今回

は，タブレットは NEXES7(Android4.3/4.4)を，PCは
OSがWindows7のものを一人 1台用いた． 
使用ソフト（PC・タブレット）：画像編集ソフト（ペ
イント・ Images Easy Resizer），プレゼンソフト
（MSOffice2007・QuickOfficeの PowerPoint）． 
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3. 結果 
3.1 PCとタブレットの自宅での使用率 
 PC を自宅で使っている人数は，PC 群が 21 名，
Tab群が 27名であり，両群には有意な差は見られな
かった．一方，タブレットかスマートフォン（以下

スマホ）を使っている人数は，PC群が 16名，Tab群
が 8 名であり，Tab 群が有意に少なかった(p<.05)．
ここから，調査校においてもスマホを含むタブレッ

トの使用率より，PC の使用率が高いこともわかる．
一方，Tab 群では家族がタブレットかスマホを使っ
ている人数が 25名いた． 
3.2 操作経験 
表 1の全ての操作項目についてクラス間の人数の
差はなかった．操作毎の操作経験の差は表 1のとお
りであり，画像編集は経験なしが多く，それ以外は

文字入力を除いて経験の有無の差はなかった． 
3.3 コンピュータ不安 
コンピュータ不安については，事前・事後それぞ

れ 2群間に有意差は見られなかった．群ごとに上記
3.2 の経験数の多少と事後のコンピュータ不安得点
を比較すると，PC群においては PC操作の経験が少
ない人は，コンピュータ不安が高い(p<.05)が，タブ
レット群では有意差は見られなかった． 
3.4 操作レディネス 
レディネスを操作ごとに 2群で比較した結果は表

1のとおりである．Tab群の方が操作できる人数が多
いか，同じであることがわかる． 
経験したことのある操作数とレディネス得点には

相関がみられなかった．このことから，ある操作を

やったことがあるという経験と実際に操作できるか

は別だということがわかる．さらにコンピュータ不

安とレディネスの間にも相関は見られなかった． 
3.5 作品の一致度 
設計図と作品の一致度を，構図，文章の内容，イ

ラスト，写真のサイズと切抜きの形を各 2点満点で
評価した．その結果 PC・Tab群の平均は各 5.2と 6.0
であり作品の一致度は Tab群の方が有意に高かった． 

4. まとめと考察 
 以上の結果，PC群と Tab群の特定の操作の経験人
数は差はなく，また Tab群の方がタブレットの使用
率が低いにもかかわらず，Tab 群の方が操作できる
人数が多かった．また，PC群は先行研究と同じく PC
経験が少ない人はコンピュータ不安が高いという関

係がみられるが，Tab 群では見られなかった．つま
りタブレットの方が経験によらず操作できているこ

とがわかる． 
 この理由としては以下の二つが考えられる．1 つ
目にタブレットの方が機能や操作が限定されている

ことから，他の機能や操作に対する緊張や誘惑がな

いことである．これは作品の一致度が Tab群が高い
ことからも支持される．2 つ目に，家族の持つスマ
ホ等の影響で，タブレットを身近なものと感じてい

るからではないかと推測される．2 クラス間では統
計的な差は見られなかったが，事前調査から PC に
比べてタブレットを学ぶ「興味」や操作に対する「自

信が」高いことがわかっている（5）． 
 今後は，実技調査の対象を増やし，経験や周り環

境や興味等の個人特性との関連についてより詳細な

調査を行いたい．また，これらの結果を基に，タブ

レット PCの授業への応用を行っていきたい． 
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表 1 実技調査の操作項目，および操作経験があった人数と操作ができた人数(+.05<p<.10, * p<.05, **p<.01) 
 アクション数 

(階層構造除く) 

操作経験 操作レディネス 

経験有の人数 
有無の差 

操作できた人の人数 

操作項目 PC群 Tab群 PC群 Tab群 PC群 Tab群 
ソフトの起動 1 2 - - - 24 31* 
写真ファイルを開く 4 4 - - - 8 28** 
サイズ変更 3 3 13 11  12 24** 
トリミング 3 4 9 8 無** 4 31** 
保存 6 6 16 10  11 16 
写真の挿入 5 4 12 11 無+ 15 15 
写真の配置 1 2 - - - 28 26 
文字の入力 1 1 23 24 有** 26 25 
フォントサイズの変更 4 3 14 9 無+  13 15 
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